
情報セキュリティ方針（ポリシー） 

一般財団法人  日本冷媒・環境保全機構（以下、「当法人」という）は、情報セキュリティの重要性を

認識し、当法人が保有又は管理運用する情報資産を盗難、改ざん、破壊、漏洩、不正アクセス行為

等から保護するために、当法人内部の課題及び当法人事業に関わる皆様のニーズ、期待を理解し、

セキュリティ事件・事故の防止と継続的な情報セキュリティ対策への取り組みに努めます。  

 

1.情報セキュリティ体制の構築  

役員を中心とした情報セキュリティマネジメントシステムの体制を組織し、情報セキュリティの維持、向

上の取り組みを行うものとします。また、これらの取り組みを定期的に監査し、改善に努める体制を整

備します。 

2.情報セキュリティに関する社内規程の整備  

情報セキュリティポリシーに基づいた内部規程を整備し、機密情報や個人情報だけでなく、情報資産

全般の取り扱いについて明確な方針を示すとともに、情報漏洩などに対して厳しい態度で臨むことを

社内外に周知徹底します。 

3.情報資産の保護  

保有する全ての情報資産を機密性、完全性、可用性の視点から重要性を認識するとともに脅威と脆

弱性のリスク評価を行い、情報セキュリティ体制のもと適切な情報資産の保護に取り組みます。  

4.情報セキュリティ教育・訓練の実施  

全ての役員、職員に対し、情報セキュリティへの取組み及び意識向上を目的として、積極的に教育を

実施し、これを継続していきます。 

5.セキュリティ事件・事故の対応  

セキュリティ事件・事故が発生した場合、又はその予兆があった場合、速やかな対応及び手続きを行

うように取り組みます。また、再発防止に努めます。 

 



6.法令・規範の遵守  

当法人が取り組む情報セキュリティに適用される全ての法令、その他の規範、契約上の要求事項を

遵守するよう努めます。 

7.見直し及び改善  

経営方針の変更、事業内容の変更、社会的変化、技術的変化、法令等の変更などに伴い、本方針

を継続的に見直し、改善をしていきます。 
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